
・児童自身が周囲の人と関わりながら様々な経験をする中で自分の強みを
知り、生きる糧を持てるようにしていく。
・安全を第一に、児童が自分らしさを発揮できる環境づくりを行う。
・季節を大切にした療育の提供を行い、遊びを通して社会を学べる環境づ
くりを行う。

総合的な支援方針

平日/土日祝　10時00分～19時00分

人間関係・社会性
・他者の気持ちを汲み取り、適切な距離感で接することができるようにな
る。(SST)
・集団活動において必要となるルールや約束事を知る。

支援内容

本人支援

健康・生活
・身辺自立に向けて排泄・着脱・食事の自発性を養う。
・児童本人が一日の流れの把握をし、意欲的な活動参加を目指す。
・集団活動を通してマナーや交通ルール等の体得を図る。

営業時間

・本人を取り巻く周りの物や人の名前を知り、遊びの幅を広げてコミュニ
ケーションを深める。
・プログラム参加を通して概念理解を深めていく。(色・形・物の大小・時
間等)

閉所日　8月13日～8月15日・12月29日～1月4日

サービス提供時間
平日/土日祝　10時30分～18時30分

事業所名：ゆにぞんほっぷ 支援プログラム 作成日：2024/10

事業所理念
・一人一人の個性を大切にし、明るくのびのびと生き抜く力を育む。
・楽しく遊びながら「できた」喜びをともに感じる
・児童の優しさや思いやりの心を養い、笑顔で過ごせる場所をつくる。

誕生会/正月遊び/節分/ひな祭り/お花見/こどもの日/ピクニック/水遊び/夏
祭り/ハロウィンパーティー/クリスマス会/外出支援/クッキング等

主な行事等

閉所日　8月13日～8月15日・12月29日～1月4日

家族支援

・事業所以外での生活状況の共有を行い、支援連携・就学に向けての相談
援助を行う。

移行支援

・関係機関との連携と情報共有・地域交流の場への参加地域支援・連携

・職員会議・内外部研修・各個人のスキルアップを目的とした機関実施研
修

職員の質の向上

言語・コミュニケーション

・他者と言葉を用いたコミュニケーションを深める。(絵カード・マッチン
グ・教材プリント)
・感情の理解とそれにまつわる言葉の習得を目指し、他者との円滑な意思
疎通を図る。

運動・感覚

・発達特性の理解と情報共有を深め、より良い支援法の模索と相談援助を
行う。

・微細運動(はさみ・運筆・ひも通し・お箸・ボタン掛け)の強化を目指し、
手先の器用さを養う。
・粗大運動(運藤療育・ボールプール・戸外活動)を通して身体の正しい動か
し方を身に着け、実生活に活かす。

認知・行動
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